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はじめに
ビジネスマッチングやビジネスアライアンスな
ど、商談や交渉の現場でつくづく感じることがあ
る。それはずばり言わせていただくと「日本企業
は通訳の使い方が下手」ということである。企業
訪問や現地ヒアリング、展示会ブースでの通訳の
使い方も同様である。せっかく優秀な通訳がいる
のに上手に使いこなせていないケースがたいへん
多い。「もう少しここを気をつけるといいのに」
とか、｢こんな話し方や指示の仕方をすれば、もっ
と有効に通訳を使いこなすことができるのに｣と
感じる。このレポートではそんな現場の経験から
「通訳を使いこなすテクニック」についてまとめ
てみた。

1．通訳は「最強の戦力」と心得よ
ビジネス折衝や交渉における通訳は「最高の味
方」であり、「最強の戦力」となる。通訳の人選に
はぜひ気を配りたい。通訳がビジネス折衝や交渉
の行方を左右すると言っても過言ではない。時に
は通訳のひと言が大切な商談を台無しにしてしま
うことがある。逆に、通訳のちょっとした気配り
や機転によって商談がスムースに進み、期待以上
の結果が得られることもある。
私は通訳のせいで交渉を失敗させてしまったと
いう現場の事例を数多く目にしてきた。通訳の仕
事とは単に言葉を訳すことではない。商談や交渉
の目的を十分に理解して、話し手の考えや主張を
最も適切な言葉を選んで相手に伝えることであ
る。つまり、こうした姿勢と自覚を持っているこ
と、これがよい通訳の条件であると言えるだろう。
また、通訳を使う側の意識も重要である。もし、

通訳をうまく使いこなすことができれば、通訳は
「最強の戦力」になる。もし、通訳をうまく使いこ
なすことができければ、戦力どころか通訳に足を
引っ張られたり、通訳を味方ではなく敵に回して
しまうこともある。

1－1．事前打ち合わせが重要
通訳を使う側がまず心得ておかなければならな

い重要ポイントは「事前の打ち合わせ」である。
しかし、大切なビジネス折衝を前に通訳との打ち
合わせを十分にしないまま臨むというケースが
けっこう多い。中にはまったく打ち合わせなし
で、ぶっつけ本番で通訳を使うというケースも
あった。
通訳とは事前に綿密な打ち合わせの時間を持ち

たい。事前打ち合わせのポイントは三つ。第一
に、その商談や交渉の最終的な目標を通訳に明確
に伝えているかどうか。第二に、主張すべきポイ
ントや優先順位、商談や交渉を進めるにあたって
の注意点を通訳に告げているかどうか。そして、
第三に、もし最悪のシナリオに陥った場合の対処
法を予め相談しておくこと。
つまり、目標とする最も理想的な結果から最悪

のシナリオまで、予め想定し得るさまざまな可能
性についてできるだけ通訳にも知らせておきた
い。（しかし、日本側の当事者自身がそれらを十
分に検討せずにビジネス折衝や交渉に臨むケース
も少なくない。）通訳を「最強の戦力」として活用
するためには、事前にできるだけ通訳とのコミュ
ニケーションを取ること。「事前打ち合わせ」は
必須である。
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1－2．通訳経費の支出を惜しんではいけない
稀に通訳の予算をできるだけ節約しようと考え
る方がいる。それは大きな間違いだ。通訳を雇う
ときには予算に余裕を持たせていい人材を選びた
い。通訳費用を節約したばかりに、大切な商談を
失敗させてしまった事例もあった。本人は渡航費
用や現地での滞在費用など高い出張経費をかけて
現地に赴く。しかし、現地でわずかな通訳費用を
節約したばかりに商談がうまく進まず、結果的に
出張経費が無駄になってしまったという事例もあ
る。極めて残念な結果であり、重要な商談であれ
ば通訳費用も余裕を持って準備したい。
ある会社では、「担当者は英語ができるから」と
か、「担当者が中国語を学んでいるから」といった
理由で、通訳費用が十分に認められていないケー
スがあった。いくら語学に堪能な担当者がいたと
しても、必要に応じて通訳を準備すべきである。
節約できる経費は削減すべきであるが、削減して
はいけない経費もある。通訳費用を最初に経費節
約の対象に考える人がいるが、通訳費用は支出を
惜しまず、十分な予算枠を取ることをお勧めする。

2．通訳を選ぶときの三つの注意点
ビジネス折衝や交渉での通訳選びは慎重に行い
たい。繰り返しになるが、通訳は「最高の味方」
であり、通訳は「最強の戦力」である。通訳の善
し悪しがビジネス折衝や交渉を左右することもあ
る。ここでは通訳を選ぶときに日本側が陥りがち
な三つのポイントを取り上げたい。つまり、通訳
選びのNG集である。

2－1．旅行社のガイドにビジネス通訳を頼む
通訳選びでまず注意したいのは旅行社のガイド
通訳である。スケジュールアレンジや道案内を兼
ねて通訳を旅行社のガイドに頼むケースがある。
誤解を恐れずに言うと、ビジネス折衝や交渉に関
わる通訳は旅行社のガイドさんでは不向きであ

る。もし、依頼するなら専門用語に関して十分な
理解があるか、ビジネス折衝の経験があるかなど、
事前にチェックしてから依頼すべきである。
確かに旅行社のガイドは流暢な日本語を話す。

気配りも一流だ。しかし、「日本語ができること」
と、「ビジネス通訳ができること」は別である。ビ
ジネス折衝や交渉の通訳は、通訳業務を専業とし
ている専門の通訳（プロの通訳）に依頼するべき
である。
「空港に迎えに来てくれたガイドさんに仕事の
通訳もお願いしました」というケース。これはた
いへん安易な発想だ。もちろん旅行社のガイドさ
んの中にも優秀な方がたくさんいる。ガイドさん
の語学力のレベルを疑うつもりはない。しかし、
問題はビジネス折衝や商談の経験、依頼を受けた
分野での専門知識、そして、ビジネス通訳として
の責任の自覚、これらを備えているかどうかであ
る。これはしっかり見極めた上で依頼すべきであ
る。仮にガイドさんが「好意」で引き受けてくれ
たとしても「報酬」をきちんととりきめ、責任の
所在は明確にしておくべきである。

2－2．学生の通訳、ボランティアの通訳
通訳選びで次に注意したい点は、学生アルバイ

トやボランティア通訳である。「中国に留学して
いる日本人留学生に通訳を頼みました」、「現地で
日本語を学んでいる中国人学生に依頼しました」、
「現地に長く住んでいる日本人に手伝ってもらい
ました」など、アルバイト程度の費用やボランティ
アで通訳を依頼するケースがある。
しかし、これも旅行社のガイドさんと同じよう

に、単に「中国語が話せるから」、「日本語ができ
るから」という理由で安易に通訳を依頼するのは
危険である。通訳としてビジネスをスムースに進
めるための「折衝能力」や日本側の意向を確実に
伝える「主張する力」は期待できないだろう。学
生であれば当然ビジネス経験はないはずである。
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もし、友人に頼むなら事前に通訳としての経験や
その分野での専門知識を十分チェックすべきであ
る。
また、本人が好意で引き受けてくれたとしても、

「報酬」はきちんと払うべきである。仕事として
依頼する以上、責任の所在は明確にしておくため
だ。通訳費用を節約して未熟な通訳を雇ったため
に、結果的に大切な商談を失敗させてしまったと
いうケースを何度も見てきた。好意で引き受けて
くれた友人やまだまだ勉強中の学生に責任は問え
ない。これは通訳を雇う側の問題といえるだろ
う。

2－3．相手の通訳を使うことは論外
通訳選びで絶対にやってはいけないのは相手の
通訳を使ってビジネス折衝や交渉に臨むことであ
る。「先方に日本語ができるスタッフがいるので
大丈夫」、「いつも相手が通訳を手配して待ってい
るので、こちらは準備の必要がない」といったケー
スがある。実はこうした姿勢でビジネス折衝や交
渉に臨む日本人が意外に多いのだ。しかし、相手
が準備する通訳に頼るビジネス折衝や交渉は絶対
にやってはいけない。何としてでも避けるべき危
険行為である。
また、中には「先方にせっかく日本語ができる
人がいるのに、なぜ任せてはいけないのか」とか、
「通訳は連れてこなくてもいいといわれているの
で、いつも助かっている」と考える担当者がいる。
これも完全な認識不足。問題意識の欠如と言った
ら言い過ぎだろうか。こうした考えは改めるべき
である。たとえ中国側が「通訳の準備は不要」と
いう姿勢を示しても、日本側もきちんと通訳を準
備して臨むべきである。
基本的に相手の通訳は相手の立場で発言する。
シビアな折衝であればあるほど、相手の通訳は相
手の立場で物事を考え、そして相手の立場で発言
してくる。これは、実は「当たり前」のことだが

改めて心得ておきたい。つまり、相手の通訳は自
分たちの「敵」と考えるべきなのである。
中国人ビジネスマンにとって「交渉」とは自分

たちの利益を勝ち取るために行うものである。そ
う考えるのが中国流である。一方、日本人はまと
めることを目的とした交渉を行う。調整と協調で
妥協点を探し、落としどころを見つけ出そうとす
る。しかし、中国人にとって交渉とはお互い妥協
点を探し出し、まとめるために行うものではない。
そもそも交渉に臨む姿勢が日本人と中国人では違
うのだ。（詳しくは筆者の著書である「中国人と
の交渉術」総合法令出版をご覧いただきたい）
つまり、中国人にとって通訳とは妥協点を探し

出すための「調整役」ではなく、勝利を勝ち取る
ための重要な「戦力」なのである。相手の通訳を
使ってビジネスを進めることは絶対に避けるべき
である。仮に相手が合弁パートナーであっても専
門の通訳を自前で準備すべきだろう。ミーティン
グのテーマが友好的な交渉であっても同様だ。通
訳は単に言葉を訳すだけではない。使い方次第で
は「味方」にもなり、「敵」にもなる。最強の「戦
力」にもなり、「足枷」にもなる。通訳選びは商談
や交渉ごとの成否を左右するほど重要な問題だ。
ぜひ、ここでもう一度通訳選びの重要性と通訳選
びの大切さに目を向けてみていただきたい。相手
が準備する通訳には絶対頼ってはいけないのであ
る。

3．こんな通訳は要注意、三つのポイント
通訳を連れてビジネス折衝や商談に臨むとき、

「こんな通訳には注意したい」という事例を取り
あげてみたい。経験が豊富な通訳であっても稀に
見受けられる事例である。まして経験が少ない場
合、こうした事例がたいへん多い。それは、第一
に話が長い通訳、第二に訳すべきことを簡略化し
て訳す通訳、そして最後に自分の意見を交えて話
す通訳である。通訳を使ったことがある皆さんな
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ら少なからず心当たりがあるポイントだと思う。
そして重要なのはこうしたケースにどう対処すべ
きか、話し手側の心構えである。この点にもつい
ても取りあげてみたい。

3－1．訳す内容が必要以上に長い
最初の事例は話が長い通訳である。話し手が話
す時間以上に通訳が時間をかけて訳をするケース
がある。「しゃべり過ぎ」の通訳と言ってもいい。
話し手が1分ぐらいで話した話を通訳が3分も5
分も話す。時には話し手が「ひと言」しか言って
いないのに、延々と話を続ける通訳がいる。これ
は明らかに通訳のしゃべり過ぎだ。
好意的に解釈するならば、通訳は話し手の言葉
の行間を読んで補足を交えて伝えようとしている
とも考えられる。話し手が言いたいことを先回り
して、相手に伝えようとしているのかもしれない。
しかし、あまりにも通訳の時間が長いと「何を話
しているのだろう」と不安な気持ちになる。
このような場合、話し手は通訳の話にストップ
をかけてうまくコントロールすることが必要だ。
話す内容をフレーズごとに区切って通訳が訳しや
すい話し方を心がけるべきである。また、遠慮な
く通訳の話を遮り、伝えるべきポイントをきちん
と訳してくれたかどうか確認することも必要だろ
う。
通訳の基本は逐次通訳である。話し手側も通訳
が訳しやすい長さで区切りながら話を進めること
が大切だ。あまり長すぎると、話の内容を把握し
きれなかったり、重要なポイントを訳し切れな
かったり、通訳に負荷がかかる。話す内容をまと
めて、適度な長さで区切って、通訳が訳しやすい
話し方を心がけるとよい。伝えたいことをできる
だけ短いフレーズに区切って話すことがコツだ。

3－2．訳すべきことを要訳して話す通訳
この逆のケースもある。話し手の伝えたいこと

を要約して話す通訳である。通訳自身の判断で話
を短くしてしまう。その場合、話し手が伝えたい
ポイントをきちんとまとめて要約できる通訳なら
優秀な通訳であると言える。しかし、訳しやすい
ところだけを短く縮めて伝えたり、重要なポイン
トを飛ばしたり、自分の考えや意見を盛り込んだ
りするケースがある。
また、知らない単語や聞き取れなかった内容を

聞き返さずそのままにしたり、自分勝手に解釈し
て訳したりする通訳もいる。中にはわからない単
語や聞き取れない言葉をわざと飛ばしてしまった
り、ごまかしたりする通訳がいる。こういう通訳
には要注意だ。
通訳の仕事は話し手が伝えたい内容を正確に伝

えることである。通訳がわからない言葉があれば
通訳自身が話し手にきちんと確認すべきである。
また、逆に話し手側も伝えたい内容が通訳自身が
わかってないようであれば、伝えたいポイントを
明確にしながら念を押して通訳に説明すべきであ
る。通訳は話し手が話すことを 100％理解してき
ちんと伝えてくれるとは限らない。
通訳自身が「聞き返すことが恥ずかしい」とか、

「知らないと言うのはメンツに関わる」と考えて
いるなら、まともな通訳ができるわけがない。わ
からない内容を聞き返さずにごまかすような通訳
は論外である。
よい通訳を選ぶときのチェックポイントのひと

つはわからない言葉があったときの対応だと言っ
てもいい。「すみません。いまのところをもう一
度言ってください」とか、「この言葉の意味がわか
りません。もう一度説明してください」とか、話
し手に対して通訳が自らわからなかったところの
聞き返しがきちんとできる通訳はいい通訳と言え
るだろう。
これは語学力ではなく通訳の資質の問題であ

る。通訳としての自覚と責任、さらには個人の性
格にも関わる。「聞き返し」ができる通訳かどう
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かは重要なポイントである。
逆に、話し手側のほうから「わからないことが
あったら遠慮なく聞き返してください」とか、「わ
からない単語をわからないままにしないでくださ
い」と先に通訳に告げておく。「遠慮なく聞き返
していい」という姿勢を通訳に示しておくことで
話し手と通訳の信頼関係を作ることも重要であ
る。

3－3．自分の意見を交えて言う通訳
中国側が話した内容に加えて、自分の考えや意
見を交えて訳す通訳がいる。基本的にこういう通
訳は「プロの通訳」として失格である。相手側の
発言に対して自分の考えを交えるべきではない。
例えそれが日本側のために考えたことであって
も、訳すべき内容と自分の考えとははっきり区別
すべきである。
ビジネス折衝が難航したとき、通訳が通訳自身
の意見を主張し始め、ミーティングが大混乱した
ことがあった。通訳は落としどころを見つけ出す
ために自分の意見を言って日本側に十分協力した
つもりだろうが、実はそれは通訳の役割ではない。
ここで大きな問題は日本側にとって中国側が発
言したことの中で、どれが「中国側の発言」なの
か、どれが「通訳の考え」なのか、聞いている側
は区別できない点である。通訳を雇うということ
は日本側に中国語ができる人間がいないわけであ
るから当然である。通訳が何をどう訳したのかは
チェックできない。
もし、日本側に中国語が少しわかるスタッフが
いるなら、彼がチェッカー役となり通訳が話した
内容をチェックするという方法もある。通訳が必
要以上のことを言っていないか、中国側の発言を
正しく訳しているかどうかをチェックするわけで
ある。中国語レベルがそれほど高くなくても、聞
き取れる単語とか、その場のやり取りの雰囲気か
らある程度はチェックすることも可能だろう。

しかし、本当に重要なビジネス折衝や商談に臨
む場合は中国人の通訳と中国語ができる日本人の
チェッカーとふたり体制で臨むことをお勧めす
る。（MOU や NDA の調印や契約書の内容確認
のケースなど）
基本的に通訳は自分の考えを交えた訳をすべき

ではない。これは語学力の問題ではなく、通訳と
しての資質の問題である。そこで話し手側は事前
打ち合わせの段階で、「自分の考えがあるときに
は訳する内容とは区別して話して欲しい」と予め
告げておくとよい。わたしの場合は、「自分の考
えを伝えたいときには、『これは私の考えです
が・・・』とか、『私の意見を言わせていただいて
よろしいですか・・・』とか、こんなふうに言っ
て欲しい」ということを予め通訳に伝えておく。
ふたりのルールを作っておくのだ。
通訳に対して「必要に応じてぜひあなたの考え

も聞きたい。積極的に意見を言って欲しい。しか
し、訳すべき内容とは区別して話を聞かせてくだ
さい」と予め通訳に伝えておく。通訳自身が自分
の考えや意見を伝えやすい雰囲気も別の形で作っ
ておく。これは通訳を「最高の味方」にするひと
つのテクニックである。「聞き返し」ができる通
訳、訳すべき事柄と自分の考えをきちんと区別で
きる通訳はクライアントに大きな「安心感」を与
える。どんなに語学力が優れていてもクライアン
トに不安な気持ちを与えるような通訳は「プロと
して失格」である。安心して仕事が任せられる通
訳は中国ビジネスでの力強い「戦力」となる。

4．話し手側が注意すべき点
いくらよい通訳に巡り会えても、話し手側が曖

昧な言い方をしたり、伝えたいことがまとまって
いなかったり、または通訳が聞き取りにくいよう
な話し方をしては、通訳に正確な訳を期待するこ
とはできない。通訳は「最高の味方」であり「最
強の戦力」である。しかし、「万能選手」ではない。
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ここでは話し手側が通訳を使うときに注意すべき
点について取りあげてみたい。話し手側は伝える
べきポイントを上手に伝えることができなけれ
ば、ビジネス折衝や交渉はうまくいかない。ここ
では話し手側がどんな点に注意を払うべきかを考
えてみたい。

4－1．フレーズを短く区切って伝える
最初のポイントは「フレーズを短く区切って伝
える」ということである。専門の逐次通訳がメモ
と記憶だけで適切な訳ができる理想的な時間はお
よそ 20 秒と言われている。話し手側もこの 20 秒
を意識して、フレーズごとに主張したいポイント
を明確にして、できるだけ短いフレーズにまとめ
て話すことが通訳を上手に使う基本である。話し
てみると 20 秒というのは実は意外に長い時間だ。
しかし、実際にはこの 20 秒という時間を意識
している話し手は少ない。時には2分も3分も
長々と話す人がいる。話し手が通訳を使うことに
慣れていない場合ほど、こういうケースが多い。
これでは当然のことながら通訳にも負荷がかか
り、伝えたい内容の焦点もぼやけてしまう。話す
側はあまり気にしていないことが多いが、2分と
いう時間は相当長い。その話の中には膨大な情報
量が含まれる。そもそも日本人はポイントを絞り
込まず、ただ長々と話すケースが多い。
「逐次通訳」では通訳は記憶して（メモを取り）、
内容を把握して、ポイントを整理し、適切な言葉
に置き換えるという作業を短時間に行っている。
どんなに優秀な通訳でも話し手が長々と話を続け
ると、通訳にかかる負荷が大きくなり、当然のこ
とながら正確な訳は期待できなくなる。
通訳にできるだけ負荷をかけないためには、で
きるだけ話す内容をまとめて、フレーズを区切っ
て話を進めるべきである。話し手側は通訳が訳し
やすいフレーズを意識して、伝えたい内容をフ
レーズごとにまとめて短く区切って話す。あまり

短すぎてもいけない、長すぎてもいけない。その
時間の目安が 20 秒なのである。
話し手の話が長いとき、通訳のほうもどこで話

を遮って通訳に入るか、そのタイミングを計りか
ねているはずである。話し手側もこの点をぜひ意
識しておきたい。ついつい中国側への主張に気を
取られて通訳の存在を忘れてしまうケースがあ
る。時には聞き手である中国側の表情をじっくり
観察したり、時には通訳の表情を確認したり、話
し手側もある程度の余裕は欲しいものである。

◇「同時通訳」と「逐次通訳」について
通訳は大きく分けると「同時通訳」と「逐次通

訳」に分けられる。ビジネス折衝や交渉ごとは通
常「逐次通訳」で進める。「逐次通訳」とは話し手
がフレーズを区切って話し、通訳はそのフレーズ
ごとに言葉を訳していく方法である。話したフ
レーズを通訳が訳し終わるまで待たなければなら
ないので時間がかかることが最大のデメリットで
ある。ミーティングでは話し手が話す時間のほぼ
二倍の時間がかかる。一方、メリットは通訳が訳
している間、話し手は相手の表情を観察すること
ができること。この時間を利用して考えを整理
し、次の話の展開を準備することができる。
「同時通訳」は国際会議やテレビのニュース番
組などで利用される。身近なところでは同時通訳
付きのセミナーや講演会などに参加した経験があ
る方もいらっしゃるだろう。「同時通訳」は確か
に時間の節約にはなるが、実はビジネス折衝には
不向きである。話の内容を正確に伝えるためには
通訳者に高いスキルが求められる上に、耳に入っ
た単語を反射的に置き換えるので、文章（表現）
としての高い完成度は要求されない。文法に忠実
な言い回しではなく、主語を後から補足したり、
動詞や重要ポイントを繰り返したりすることは一
般的だ。
一般的に同時通訳者は逐次通訳者よりレベルが
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上と思っている人が多いが、実はそうではない。
役割が違うのである。言葉を瞬間的に置き換える
技能（同時通訳）と、言葉の背景にある話し手の
意図を理解して伝えたいポイントをまとめて言葉
を置き換える技能（逐次通訳）とは全く別のもの
である。同時通訳は言葉を置き換える瞬発力、豊
富な語彙力、幅広い雑学知識などが求められる。
一方、逐次通訳には言葉を聞き取る力、まとめ
る力、表現する力など総合的な通訳としてのスキ
ルと経験が求められる。より完成度の高い訳が求
められるという点では、実は逐次通訳のほうが難
しい。しかし、同時通訳と逐次通訳はどちらが上
か下かというのではなく、それぞれ役割が違うの
である。

4－2．通訳がメモを取る手の動きを見る
ちょっと脱線したがここでまた話し手側が注意
すべきポイントに話を戻す。二つ目のポイントは
通訳がメモを取る手の動きに注意することであ
る。一般的に話し手は聞き手側を見て話をするこ
とが多いが、ぜひ通訳の手の動きに注目してみて
いただきたい。通訳がきちんとメモが取れている
かをチェックしながら話を進めるのである。
話し手側の話すスピードは速すぎないか、通訳
はキーワードをメモ用紙にきちんと書き取ってい
るか、わからない単語がないか、通訳がメモを取
る様子を気にしてみる。もちろんひとつひとつ通
訳のメモを書く様子を覗き込むわけにはいかな
い。そこで「手の動き」に注目するのである。た
いていは通訳がメモを取る手の動きとそのときの
通訳の表情で話し手が言いたいポイントが理解で
きているかがわかるはずだ。
例えば、メモが取れないような話し手の話し方
であれば、中国側に話し手の真意が正しく伝わっ
ているとは思えない。経験豊かな通訳はメモの取
り方でわかる。押さえるべきキーワードを迅速に
メモし、話の流れを矢印やそれぞれ意味がある記

号を使って、短時間に整理して訳す。これは後で
読み返してわかりやすいきれいなメモではなく、
通訳が訳すための一時的な記憶メモである。
私はこれまでいろいろな仕事の現場を見てきた

が、ベテラン通訳の共通点として次のようなポイ
ントを挙げることができる。第一に、メモを取る
ために使うレポート用紙やメモ用紙を挟むバイン
ダーを持っていること。第二に、メモはノートに
取るのではなく一枚綴りの A4版レポート用紙
を準備していること。訳が終わったものから次々
にメモを処分していく通訳もいる。第三に、筆記
具は三色ボールペンを持っていること。シャープ
ペンシルは NG。メモの途中で芯が折れたり、な
くなったりすることを嫌う。通訳御用達の筆記具
は色の使い分けができる三色ボールペンのようだ
さらに、企業訪問で通訳を使う場合、こんなポ

イントで通訳の経験がわかる。まず、通訳の立ち
位置、自分がどの位置に立つべきかを心得ている
かどうか、ベテランの通訳は自分がどの場所に立
つべきかをしっかり心得ている。次ぎに声の大き
さ。基本的に声に張りがない通訳は NG である。
自信がなさそうに話す通訳はそれだけでクライア
ントを不安にさせる。会議室全体に伝わるような
声量で自信を持って話すことが大切だ。さらに、
わからない単語があったときにその場できちんと
聞き返しを行っているかどうか。この点は前に取
りあげた通りである。

4－3．話し手はまず「結論」から伝える
話し手側の注意点、三つ目のポイントは話し手

が「結論」から相手に伝えるいうことである。ま
ず「結論」から入り、次にその結論に至った説明
や話の補足をひとつひとつ説明する。こういう話
し方をぜひ心がけてみていただきたい。
日本人は「起承転結」型で話を組み立てる人が

多い。しかし、この方法だと最後まで話を聞かな
いと「結論」が何なのかわからない。結論に至る
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までに話が長くなると「論点」がわかりづらくな
り、何を言いたいのか曖昧になるケースがたいへ
ん多い。
人によってはあれもこれもと話し過ぎてしまう
人がいる。長々話を続けるのではなく、話はでき
るだけ短く、相手に伝えるべきポイントを明確に
して、まず「結論」から相手に伝えることを心が
けてみていただきたい。
私の場合、「結論から言いますと・・・」という

口癖を実践している。具体的な説明や理由の補足
に入る前に、相手に伝えるべきポイントを明確に
主張するため工夫である。また、これは同時に通
訳に訳すべきポイントを意識させるための工夫で
もある。「起承転結」ではなくまずは「結論」から
入ること、そして「結論から言いますと・・・」
というフレーズを口癖にしてみること、皆さんも
中国人とのコミュニケーションでぜひ実践してみ
ていただきたい。
日本語は動作（動詞）の肯定と否定を文章の最
後で表現する。つまり、最後まで聞かないと話し
手の意図（意思）が聞き取れない文法構造になっ
ている。一方、中国語や英語は日本語とは異なり、
主語のすぐ後に動詞が続く。「イエス」か「ノー」
か、「できる」のか「できない」のか、「やる」の
か「やらない」のか、主語に続く動詞で話し手の
意図を知ることができる。中国語は文法構造から
見ても「自己主張」がしやすい言葉なのである。

5．日本人独特な「曖昧な表現」に注意
日本語には曖昧な表現がたいへん多い。中国人
とのコミュニケーションではできるだけ「曖昧な
表現」を避けることが基本原則である。特に、通
訳を迷わせるような曖昧な表現や遠回しな言い方
は避けるべきである。「イエス」は「イエス」、
「ノー」は「ノー」と明確に伝える。これが中国人
とのコミュニケーションの基本である。
日本人は「ノー」と言うべきところでも、はっ

きりとした意思表示をせず、否定の気持ちを遠回
しに伝えようとしたり、「ノー」という気持ちを相
手に悟ってほしいと期待したりする。日本人同士
であれば、「以心伝心」、「阿（あ）吽（うん）の呼
吸」、「空気を読む」ということが通用するが、中
国人には通じないと心得ておくべきである。
遠回しな言い方や間接的に何かを伝えて相手に

悟ってもらおうとしても中国人にはそれが通じな
い。中国では「主張することが評価される文化」
である。悟ってもらうことを期待するのではな
く、言うべきことをはっきり相手に伝えるべきで
ある。

5－1．事例「おっしゃることはわからないわけ
ではないのですが・・・」

例えば、「おっしゃりたいことはわからないわ
けではないですが・・・」という表現。二重否定
である。日本人がよく使う曖昧な表現のひとつ
だ。日本語はストレートな言い方より、曖昧な表
現や遠回しな言い方で相手にこちらの意図を伝え
ようとする傾向が強い。はっきりとした自己主張
で意思表示をするより、相手に対して一定の共感
の気持ちを示し、接点を探りながらコミュニケー
ションを図る。
「おっしゃりたいことはわからないわけではな
いですが・・・」という表現は相手の立場に立ち、
理解する姿勢を見せることで、次の展開へ話を進
めるきっかけを作ろうとする気持ちも伺える。
「共感の姿勢」を示すことで相手から譲歩を引き
出したいという期待する気持ちも感じられる。
しかし、逆に話し手は実は相手の発言を十分に

納得していないとも考えられる。相手の考えを積
極的に肯定しているわけではなく、むしろ否定的。
「・・・だが、」という言葉の後には、必ず話し手
の主張が続く。これは相手の考えをまずは受け入
れ、一度共感の気持ちを示しながらも、話し手が
本当に主張したいポイントはその後ろにあり、そ
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れを伝えるきっかけを作るための言葉である。こ
うした表現は曖昧な表現であり、通訳泣かせの表
現なのである。
果たして通訳はこれらの表現の微妙なニュアン
スを感じ取り、話し手の意図を正確に聞き手に伝
えることができるだろうか。答えは「ノー」だろ
う。通訳にそこまでのスキルを期待するほうが無
理である。話し手側は通訳が訳しやすいような話
し方、通訳自身が迷ってしまうことがないような
話し方はできるだけ避けるべきである。
こうしたニュアンスまで通訳に訳させることは
なかなか難しい。「主張すべきことははっきり主
張する」がコミュニケーションの基本である。
「おっしゃることはわからないわけではないです
が・・・」ではなく、むしろ、「私は別の意見があ
ります。それは、○○○です。しかし、あなたの
考えの△△△の部分は多少理解できます」とこの
ように言い換えたほうがベター。先に自分の考え
を伝えてから次に相手に対する一定理解を示し、
双方の妥協点を探る。こういう話し方を心がけた
い。通訳も訳しやすいはずだ。

5－2．事例「できないわけではないのです
が・・・」

曖昧な表現の事例をもうひとつ取りあげてみ
る。「できないわけではないのですが、はっきり
できると申し上げるわけにはいきません」という
表現。果たしてこれは「できる」のか、「できない」
のか、曖昧な表現である。本人は意識しないで
使っているかもしれないが、日本人はこういう言
い回しをする人が多い。
これは少なくても積極的に相手に「できる」こ
とを意思表示しているのではない。「できない」
というより、「自信がない」「あまり乗り気ではな
い」というニュアンスも感じ取れる。しかし、こ
こでも通訳にその言葉の背景やニュアンスまで理
解させてこちらの意図することを相手に伝えるこ

とは難しいだろう。誤訳や異訳を避けるために話
し手はもっとストレートに告げるべきだろう。
通訳が迷ってしまうような表現、中国側にどう

伝えるかを通訳の判断に委ねるような表現は極力
避けるべきである。「この件は現状ではまだでき
ません。しかし、それを実現するためには○○○
の条件が必要です」と言い換えてみてはどうだろ
うか。
主張すべき内容をはっきり伝えること、さらに

もう一歩踏み込んでどうしたら実現が可能なのか
をはっきり伝える。曖昧な表現を避け、「二重否
定」や「多重否定」の表現を使わず、「イエス」は
「イエス」と言う、「ノー」は「ノー」と明確に伝
える、これがコミュニケーションの基本である。

5－3．可能性を数字で表現してみる
ここで吉村流を紹介したい。肯定か否定かの可

能性をパーセント（数字）で相手に伝えるという
方法である。例えば、「吉村さん、来月台北で打ち
合わせをしたんですが、スケジュールを調整して
台北まで来てもらえますか」との問い。曖昧な表
現で「行けないわけではないですが、絶対行ける
とは申し上げられません」と答えたとする。恐ら
く、これでは吉村が本当に来るのか来ないのか、
相手は判断できないだろう。通訳の訳し方次第で
は、相手に本人の意思とはまったく違う形で伝
わってしまうかもしれない。
そこでこんなときにはこういう言い方をするこ

とを心がけている。「スケジュールを調整してみ
ますが、現状で行ける確率 40％です。行けない確
率 60％です。しかし、抱えている問題がひとつ解
決できれば行ける確率が 85％、行ける確率 15％
になります」と伝える。つまり、可能性を数字に
置き換えて伝えることによって、ニュアンスの感
覚差が生じないような話し方を心がけるのであ
る。話し手側と聞き手側の間に解釈の誤差が生じ
ないようにするための配慮である。ぜひ、試して
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みていただきたい。

5－4．事例「前向きに検討します」は実行する？
実行しない？

次に「前向きに検討します」、「善処します」、「社
に帰って協議します」といった表現。「前向き」や
「善処します」（善き方向へ計らう）という表現を
直訳するならば「肯定」の意味である。「前向
き・・・」であるから「否定」の意味であるはず
がない。同様に「善処」であるから当然「肯定」
の意味と考える。
しかし、これも「肯定」と「否定」をパーセン
テージで考えてみる。「できる」「実行する」を
100 とし、「できない」「実行しない」が0とする。
「前向きに検討します」や「善処します」と言った
表現は少なくとも 100％の確率で「できる」「実行
する」ではない。恐らく、実行度は 30％または
20％、人によっては限りなく0％に近いときにこ
ういう言い方をするのではないだろうか。
つまり、日本語では「前向きに検討します」や

「善処します」と表現するときのニュアンスは、む
しろ否定的な見解を述べるときや結論を先延ばし
したいときに使うことが多いのではないだろう
か。実行度や実現度は限りなく低いわけである。
この基準は極めて曖昧で個人によっても異な
る。「善処します」をある人は実行度 30％と解釈
する。ある人は 60％と解釈する。これを「基準の
感覚差」と言う。「善処します」と言うだけでは話
し手がどのくらいの確率で実行する意思があるの
か判断することができない。その場の状況や案件
によって、人によっても話し方によっても受け取
る感覚が違ってくるだろう。
もちろん、「前向きに検討します」や「善処しま
す」を使うときには意識的に結論を出さないこと
を意図したケースや議論を先送りすることで時間
を稼ぎたいといったケースもある。答えにくい質
問に「ノー」とは言わずにこういう言い方で相手

をかわすケースもあるだろう。それがビジネス折
衝をする上でのひとつの作戦であればそれはそれ
でいい。問題はこのニュアンスを通訳にどう伝え
るかである。通訳がきちんと理解して訳してくれ
るかどうかである。
最後に「社に帰って協議します」という表現は

基本的に NG ワードであると考えていただきた
い。これは別の意味で注意したい言葉である。つ
まり、「社に帰って協議が必要である」ということ
は「この件に関して私は決定権がない」と相手に
宣言していることになる。基本的に中国人は「決
定権」を持っていない担当者とは真剣な交渉をし
ない。「社に帰って協議する」、「上司に判断を仰
ぐ」といういい方は自分に決定権がないことを暴
露し、自分の面子を自分で潰していることになる
のである。
通訳がこの言葉をどう訳すかという問題ではな

く、日本側がビジネス折衝や交渉に臨む姿勢の問
題であるといえるだろう。

5－5．話し手は「主語を明確に伝える」を意識
してみる

ほとんどの日本人はあまり意識をしていない
が、日本語は「主語」を省略しても会話が成り立
つという特徴がある。日常会話で話をするときに
私たち「主語」を話さないことが多い。「今晩、時
間ありますか？」、「はい、大丈夫ですよ」、「飲み
に誘いたいんだけど行きませんか？」、「いいです
ね。何時に待ち合わせましょうか？」、「じゃ、駅
前の居酒屋に7時、よろしく」などなど。
もし、ここに「主語」を入れて話すと逆に極め

て不自然な日本語になる。「（あなたは）今晩時間
がありますか？」「はい、（私は）大丈夫ですよ」
「（私は）（あなたを）飲みに誘いたいですが、（あ
なたは）（私と）いっしょに行けますか？」という
ように普通の会話では（あなた）（私）という言葉
をいちいち使わない。つまり、話の主体が「私」
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であり、対象が「あなた」であることが前提で会
話が成立している。
しかし、中国語では話の主体が「私」であり対
象が「あなた」であっても「我」（わたし）、「你」
（あなた）という言葉は省略しない。また、話の主
体が「我」（わたし）なのか、「我們」（わたしたち）
なのか、「你」（あなた）なのか、「你們」（あなた
たち）なのか、「大家」（皆さん）なのか、話の主
体が誰で対象が誰なのかを明確に表現して会話を
進める。自分の意見を話すときにはこうした点も
意識して通訳に伝えたい。私の意見なのか、みん
なの意見か、会社の考えなのか、一般論として常
識的な考えを述べているか、誰の考えを誰に伝え
たいかを意識しながら会話を進めていただきた
い。

6．カタカナ英語に注意
6－1．カタカナ英語は聞き取り難い
最後に日本人があまり気にしていない「カタカ
ナ英語」について取りあげてみよう。通訳を使う
ときに必要以上に英語の単語を織り交ぜて話す方
がいる。例えば、「このマーケティングプランは
クライアントのニーズをヒアリングしてターゲッ
トを絞り、社内でコンセプトのディテールまで十
分にディスカッションした上でプレゼンテーショ
ンさせていただきます」というような使い方だ。
英語ができる相手に配慮（？）したつもりか、通
訳への配慮（？）なのか、必要以上に英単語を使
うケースである。
しかし、配慮のつもりが逆に足枷になることが
ある。問題は「カタカナ発音」だ。たいていは通
訳が聞き取れない。さらに誤訳や異訳になるケー
スも少なくない。日本人が英語のつもりで話して
いることが実は相手にまったく通じないこともあ
る。
また、「和製英語」も要注意だ。そもそもこれは
英語ではなく、日本人が考え出した英単語であり、

実は勝手に英語だと思いこんでいる言葉だ。例え
ば、コストダウン、クレーム、アフターサービス、
アンケート、リストアップ、コンセプト、イメー
ジアップ、イメージダウン、ウォーミングアップ
など。これらは英単語にはない言葉であり、日本
でしか通じない。
他にも、ワープロ、パソコン、サラリーマン、

OL（オフィスレディー）、ゴールデンウィーク、
ナイター、ドライブイン、フリーダイヤル、ニュー
スキャスター、オーダーメード、フリーサイズ、
アルバイト、シャープペンシルなど。日本人は英
語だと思っているが実はそうではない言葉が意外
と多い。いかに英語風の発音を真似て伝えようと
しても、外国人にはまったく通じない。通訳はま
ず日本語として聞き取り、正しい英語（または中
国語）へ置き換えることになる。

6－2．地名、人名、固有名詞
映画「タイタニック」が流行ったときのこと、

話し手が唐突にレオナルド・ディカプリオの話題
に触れたことがあった。通訳はこの突然登場した
カタカナ発音の人名が聞き取れず、会話がストッ
プしてしまった。話し手は何とか説明しようと、
苦肉の策で客船が沈没する絵を描いて「タイタ
ニック」（泰坦尼克号）を何とか説明し、話を進め
るたが時間のロスは大きかった。ちなみに中国語
でレオナルド・ディカプリオは「莱昂纳多・迪卡
普里奥」という。もし、これをカタカナ発音にす
ると「ライアンナドゥオ・ディカプリアオ」とな
る。例えば、映画スターの「シルヴェスタ・スタ
ローン」は中国語で「西尔维斯特・史泰龙」、「アー
ノルド・シュワルツネッガー」は「阿茹徳・施瓦
辛格」だが、日本語の発音と大きく違ってしまう。
日本人のカタカナ発音を一回で聞き取ることがで
きる通訳は恐らくいないだろう。
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6－3．「ガラスマ」ってどう訳す？
こういう事例もある。ある日本人が「ガラス
マ」、「グロスマ」という言葉を使って日本企業が
不振に陥っている様子を説明しようとした。しか
し、通訳は「ガラスマ」という言葉に躓き、話し
手が通訳に「ガラスマ」の言葉の意味を説明する
ために五分以上も会話が中断してしまった。
「ガラスマ」とは「ガラパゴス・スマートフォン」、
「グロスマ」とは「グローバル・スマートフォン」
の略である。「ガラパゴス」という地名は「科隆群
島」だが、地名を直訳しても日本人が伝えたい意

図は相手に伝わらない。
話し手は何気なく使ったのだろうが、通訳を含

め業界とは関係のない人間には恐らく何のことな
のかさっぱり分からない。話し手が不用意に使っ
た言葉で思わぬ時間のロスを生んでしまったとい
う事例である、通訳を含め聞き手が理解できる言
葉であるかどうか、考えた上で発言すべきだった
かもしれない。トレンディな新語や流行語、略語、
ギャグの言葉などは要注意だ。諺や故事成語など
も要注意。話し手側は注意しながら言葉を選んで
通訳に伝えるべきという事例である。

交流 2013.2 No.863

― 20 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


